
 

 

■ 自動車工学関連講座（中堅技術者向け Webセミナー） 

    第３回「なぜなぜ分析実践のコツ」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、会員企業の皆様から希望の多い中堅社員向け社内教育とし

て、汎用的なテーマを取り上げ、自動車工学関連講座の一環として、中堅技術者向け Webセミ

ナーを開催しています。 

本年度も、多くの社員の皆さんが自社内で受講できる機会を企業力アップにご活用いただく

ため、カイゼンベース社を講師に、昨年度から内容も見直し、６回連続の Webセミナーとして

順次実施しています。 

今回は、第３回として「なぜなぜ分析実践のコツ」を Webセミナー形式で開催しました。 

 

■日 時 ： ２０２６年７月１５日（水）13時 30分～15時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ６４社／５３３名 
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【参加者の声】 

 

・なぜなぜ分析の手順から実践時のコツ、注意点までわかりやすく解説いただき、基本的な

考え方と進め方を理解することができた。なぜなぜ分析については、ある程度知っていた

が、聞き方等の実際のプロセスについて、理解を深めることができた。 

・なぜなぜ分析の仕組みと過程が実践形式となっていてわかりやすかった。具体的に現場で

どのように行動した方がいい結果になりやすいなどのアドバイスが良かった。 

・なぜなぜ分析の手順やポイントについて改めて学ぶことができた。なぜなぜのスタートを

的確に挙げること、なぜ１を的確に出すことが特に重要だとわかった。責めるような問い

方や言い訳なぜなぜをせず、どうすればもっと良くなるかを考えることが大切だというこ

とが勉強になった。 

・陥りがちな間違いについて事例を用いてのコツであったため、その都度「ある、ある」と

思いながら受講した。特になぜ１を的確に出せるようになるには訓練が必要と感じた。 

・なぜなぜを使って深掘りをする際に、なぜを５回繰り返すことが真因を探す目安というこ

と、なぜの問いかけの仕方も工夫すると良いということが参考になった。例えば、「デー

タ修正を間違った」に対して「なぜ間違ったか」ではなく「どういう修正が発生したか」

となぜの問いかけの仕方を変えることで、真因が掴みやすくなると感じた。 

・なぜなぜ分析を実務で使用した回数が少なく、自身で分析を実施すると語尾の文章が強く

なってしまい、最終的な真因と事象が繋がりにくい分析になってしまっていた。本日のセ

ミナーの中で、ポジティブな問いに変換するということが私の中で一番の収穫だった。 

・なぜなぜ分析のなぜ１とＭＥＣＥの重要性が大変参考になった。また、他責問題の悪い事例

に当てはまる点が多々あったので勉強になった。数に触れることが必要だと強く思った。 

・なぜなぜ分析は、単なる原因探しではなく、再発防止につながる仕組み改善のための思考

法であると再認識することができた。また、いくつかの事例を通じて、原理原則に立ち返

り、ＭＥＣＥで整理しながら、言葉と問い方を工夫して真因に近づけるプロセスを業務で実

施するイメージが湧いた。 

・なぜを５回繰り返すというセオリーに対して、少ない回数で真因と判断する人はたいてい

深堀りが甘いため、まずは５回やり抜く姿勢が大事という本質的な理由を聞き納得した。

また、「なぜ１」をおろそかにしたまま進めると、「なぜ２」以降の分析や時間がすべて無

駄になるというご指摘は、日々の業務でも思い当たることが多く、実践において最も気を

つけるべきポイントだと実感した。 

・日常的に「なぜなぜ分析」を使用しているが、これまでは個人・心理面の要因で終わって

しまい、再発防止策が弱くなる課題感があった。今回のセミナーで、責めずにポジティブ

な問いかけの手法や、「組織としてコントロールできるプロセス・仕組み」まで踏み込ん

で真因を特定するコツを学べ、非常に有益な内容だった。 

・問題が発生すると、ダブルチェックやチェックシートの追加など工程を増やしがちだった

ため、なぜなぜは工程を増やすのはリスクが増える、シンプルになおす、もどす、という

ことが大変勉強になった。 

・なぜなぜ分析のポイントや、真因への導き方について理解することができた。これまでは

「人員が足りない」「時間が足りない」「意識が低い」などを原因として挙げてしまいが

ちだったが、それらは真因ではなく言い訳や表面的な要因であることに気づかされた。 

・原理・原則からのアプローチとあるべき姿からのアプローチする方法があり、二度と同じ

問題が起こらないように仕組みを作ることが大事だと学んだ。 

・全体的に、事例を用いた説明となっており、自分が実践する際のイメージができた。分析

を行う際の聴き方によって、得られる答えが大きく変わり真因へのアプローチが変わる内

容は参考になった。 


